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雪解けとともに増える死亡事故
スピードダウンを

舗装が出てきた スピードは出ていないか

○子供の飛び出しに要注意
○子供の自転車に要注意
○スピードを落として、しっかり安全確認

平成30年 「春の全国交通安全運動」
【運動期間：４月６日（金）～４月15日（日）】

◇交通事故死ゼロを目指す日 平成３０年４月１０日（火）

「構内」事故の防止 （バック事故多発･･･後方の安全確認）

見落とすな 『一時停止の標識』 確実な『一時停止』と左右の安全確認

交差点 信号が、「青」に変った チョット待て もう一度、安全確認しよう

車間距離を十分に 追突を未然に防止

交差点は、気配り・目配り、危険予知
○ 右左折時は、交差点中央で一旦停止、最徐行で進行
○ 左折時は、ハンドルを切る手前で、安全確認の徹底
○ イエローストップ運動の徹底 （黄色信号は、「止まれ」）
○ 助手席の安全窓の視界確保と車内清掃の徹底

農免道路、細い路地から出てきた車と、出合い頭に衝突
軽乗用車同士が衝突、横転 ４人けが

◇相手は、『止まらないかも』・・・徐行しましょう◇
◇わき道から出る時は、左右の安全確認を確実に、余裕を持って◇

２０１８／３／２６（月） １６：４７
２６日正午ごろ、鹿児島県の農免道路で、軽乗用車同士が衝突し、２台とも横転する事故がありました。この

事故で双方の車に乗っていた４人がけがをして、病院に搬送されました。警察では、農免道路を走っていた車と
細い路地から出てきた車が、出合い頭に衝突したものと見て調べを進めています。

消防隊員が酒気帯びで、信号待ち車に追突事故、懲戒免職
「同じように酒を飲んで、朝方帰ることを過去にも4、5回した」

◇違反だと･･･分かってやってる、『飲酒運転』 「飲酒運転は事故でなく犯罪」◇
２０１８／３／２６（月） １９：５０

酒気帯び運転で事故を起こし、相手にけがをさせたとして２０代の消防士が、２６日付けで懲戒免職処分となりま
した。この消防士は、午前５時半ごろ、酒を飲んだ状態で乗用車を運転し、信号待ちの車に追突、４０代の男性ド
ライバーに軽いけがをさせました。当日の午前８時半から勤務の予定だったといいます。消防の調べに「同じよ
うに酒を飲んで朝方帰ることを過去にも４、５回した」と話しているということです。

損傷の激しく、性別も分からない遺体、ひき逃げか
◇もしも、もしも、もしも、･･･のときは･･･まず、救護◇

２０１８年０３月２２日 １１時３５分
２２日午前５時頃、茨城県の県道で、「道路上に人がいた」と車で通りかかった男性から１１０番があった。

警察官が現場に駆けつけると、損傷が激しく性別もわからない遺体が見つかった。警察は、歩行者が車にはねら
れたとみて、ひき逃げ事件として捜査し、身元を調べている。

交差点 右折の車にはねられ、横断歩道の86歳はねられ死亡
◇交差点の右折は・・・十分に余裕を持って、直進車・歩行者に注意し行いましょう◇

２０１８／３／２４（土） ７：５５
警察は２３日、自動車運転処罰法違反（過失致傷）と道交法違反（ひき逃げ）の疑いで、女性容疑者（２５）

を逮捕した。容疑を認めている。逮捕容疑は、同日午前８時５０分ごろ、群馬県の国道交差点を軽乗用車で右折
する際、横断歩道を歩いていた近くに住む女性（８６）をはね、逃走したとしている。はねられた女性は搬送先
の病院で死亡が確認された。

信号のない横断歩道を歩いて横断、死亡事故
「ぶつかるまで歩行者に気が付かなかった」

◇車が動いているときは、いかなる場合も 常に、100％運転に集中しましょう◇
２０１８／３／２５ １０：３９

２４日午後１１時頃、愛媛県の国道で、信号機のない横断歩道を歩いて横断していた、近くに住む男性（４６
）が、乗用車にはねられ死亡した。警察は乗用車を運転していた男性容疑者（８０）を過失運転致傷の疑いで現
行犯逮捕した。容疑者は「ぶつかるまで歩行者に気が付かなかった」と供述している。


